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1. はじめに 

 伊豆沼（出口）におけるここ 20年の水質は、COD値が 8mg/Lから 11mg/Lを推移しており、B類型のCOD環境基準値5mg/L以

下を達成してはいない 1）。また、T-Nは概ね 1mg/Lで、T-Pは 0.10mg/Lから 0.15mg/L1)を推移している。これまで、外部要因である

下水道の整備や農業廃水対策、水鳥給餌方法の変更などの取り組みが行われ、流入負荷への低減が図られてきているが、著しい

水質の改善がみられない 2)。そのため、底泥からの有機物や栄養塩の溶出に加えて底泥の巻き上げなどによる内部負荷の可能性

が指摘されてはいるが、いまだ知見は少ない。そこで本研究では、底泥からの有機物および栄養塩の溶出について基礎的知見を

蓄積することを目的とし、環境条件の異なる 8月、12月に伊豆沼 5地点から採取した底泥を用いて室内溶出実験を行った。 

 

2. 材料および方法 

2-1 採泥地点と調査日時 

 伊豆沼内の計 16地点において 2009年 8月 25日および 12月 6日の計 2回水質調

査を行い、そのうちの 5地点では採泥も行った。伊豆沼の概要と採水地点を図 1に示し

た。地点 1は荒川の流入口付近、地点 7は船付き場付近、地点 10は湖心、地点 12は

岸から約4m付近、地点16は水門付近であった。水深が深い地点10では、高さ 50cm、

直径11cmの不撹乱柱状採泥器を使用し、その他の地点では高さ 122cm、直径11cmの

アクリルパイプを直接底泥に挿入して採泥を行った。8月の採泥時には水面にヒシやア

サザ、ハス等の植物が繁茂していたが、12月の採泥時には枯れたハスの花たくや水鳥

の羽根が水面に浮遊していた。 

2-2 室内溶出実験方法 

 室内溶出実験は「湖沼底質環境・調査手引き」（案）3）に準じて行なった。実験装置の概

要は図 2に示した。 

 現場で採取した底泥を本学に持ち帰り、7 日間の溶出実験を行った。採取した底泥は、

輸送による巻き上がりを落ちつかせるために1日静置した。翌日にアクリルパイプ内の底

泥直上水を抜き、ろ紙(GF/C、Whatman)でろ過した湖心水を底泥上60cmになるように静

かに注入した。 

 実験期間は 2009年 8月 25日から 9月 2日、および 12月 6日から 12月 16日とし、

いずれもエアーポンプによるばっ気を行い、好気状態を保った。8月は平均室温 20℃、

12月は平均室温 8℃とし、暗室にそれぞれ設置した。 

 採水は、湖心水注入日を 0日目として、1、3、5、7日目 の計5回、底泥上 10cmの位置で行い、1回の採水量は 150mlとした。 

2-3 測定項目 

 測定項目は有機物としてT-COD、無機栄養塩としてNO3-N、NO2-N、NH4-N、PO4-Pとした。T-CODおよび 12月の無機栄養塩は

0、1、3、5、7日目 の試料について、また 8月の無機栄養塩については、0日目および 7日目の試料について測定を行った。 

 

3. 結果および考察 

各地点における有機物（T-COD）および無機栄養塩の溶出量を以下の式 3）により算出した。 
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ただし、R: 溶出量(mg/m 2)、V: 初期の直上水量(L)、Vn: n回目の採水量(L)、Cn: n回目の濃度(L)、A: 底泥断面積(m2)とした。 

 さらに、各地点における 0-1、1-3、3-5、5-7日目の溶出量の傾きを平均し、各地点における 1日当たりの溶出速度を算出した。 
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図 2 室内溶出実験装置 
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図1 採水地点

図1 採水地点

伊豆沼概要
宮城県北部（北緯38.71度、東経141.10度）に位置
湖面積3.69km2、水面面積2.89 km2

平均水深0.76m、最大水深1.6m2



3-1 各地点における有機物溶出速度 

底泥直上水の 8月、12月における 0日目の T-COD濃度はそれぞれ

6.3 mg/L、4.1 mg/であった。8月においては、日数の経過に伴い各地点

において濃度が上昇し、溶出量も増加する傾向を示した。一方、12 月は

地点 1 を除いて著しい濃度変化は見られず、溶出量も 8月と比較すると

小さかった。 

図3に 20℃（8月）および 8℃（12月）の各地点におけるT-CODの溶出

速度を示した。8℃では、溶出速度は地点 1 において最大で 75.4 

mg/m2/day であったが、他の地点では小さく、全地点平均では 13.5 

mg/m2/day であった。一方、20℃では、溶出速度は全地点において大き

く、その平均は 171.8 mg/m2/dayであり、8℃の 12倍以上であった。とくに

地点 12における溶出速度が大きく、278.4 mg/m2/dayであり、8℃の場合

と比較して 287.7 mg/m2/dayの差が見られた。以上のことから、伊豆沼底

泥からのT-CODの溶出は、夏季の温度の高い時期により速く、より多く起

こっている可能性が考えられ、また底泥の性状によってその度合いが異な

ることが示唆された。 

3-2 各地点における無機栄養塩溶出速度 

 底泥直上水の 0日目のNO3-N、NO2-N、NH4-N、PO4-P濃度は、8月にお

いてそれぞれ、0.025 mg/L、0.001 mg/L、0.032 mg/L、0.002 mg/Lであった。

一方、12月はそれぞれ0.16 mg/L、0.007 mg/L、0.02 mg/L、0.004 mg/Lであ

り、12月のNO3-N濃度が 8月と比較して著しく高かった。伊豆沼において

冬季にNO3-N濃度が上昇することは過去の知見
4）からも得られており、今

回も同様の傾向が見られた。また、20℃（8月）と8℃（12月）における各地点

の溶出速度は、8月には地点間のばらつきが大きく、一方、12月には地点

間のばらつきが小さかった。 

図4に 20℃（8月）および8℃（12月）のNO3-N、NO2-N、NH4-N、PO4-Pの

全地点の平均溶出速度を示した。いずれの項目についても、8℃よりも

20℃の溶出速度が大きいことが示された。とくに、NH4-Nは他の無機栄養

塩に比べ平均溶出速度が 20℃、8℃においてともに大きく、それぞれ 6.1 

mg/m2/day、5.4 mg/m2/dayであった。また、20℃、8℃におけるNO3-Nの平

均溶出速度はそれぞれ1.1 mg/m2/day、 7.3 mg/m2/dayであった。12月は初

期濃度が高かったことから負の溶出傾向がみられたと考えられた。 

 

4. まとめ 

 8月および 12月に伊豆沼から採取した底泥により、20℃および 8℃における有機物（T-COD）および無機栄養塩( NO3-N、NO2-N、

NH4-N、PO4-P)の室内溶出実験を行った。その結果、平均溶出速度はいずれの項目においても 8℃よりも 20℃のほうが大きいこと

が示された。また、それぞれの地点における溶出速度が異なったことから、底質や水面環境などの違いが有機物および無機栄養

塩の溶出に影響を及ぼしたと考えられた。複数地点の底泥サンプルについて、温度や時季、水面環境や底質の違いをより詳細に

調査することが今後の課題である。 
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図 3 8月（20℃）および 12月（20℃）における 

有機物の溶出速度 

図 4 8月（20℃）および 12月（20℃）における 

無機栄養塩の溶出速度 
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